
第10号 稲化会報 肥祗f

あ い つさ

新緑の鮮やかな季節 となりました。今 日は

殊にさわやかな大気に満ちて、ふりそそぐ陽

光の下、私は研究室の机に向って窓外を眺め

ながらこの挨拶を書いています。この稲化会

会誌が皆様のお手許に届 くのは、もう季節は

冬、早 くとも12月 末かと思いながら。

毎年卒業生を世に送 り出し、今年は第14期

生44名 が学部を巣立ちました。また一方新入

生カミ9名入学 しましたので稲化会会員の総数

は600名 をかなり越えることとなりました。

今年は 6月 に高橋博彰先生が 5th lnterna―

tional Conference on Time― Resolved Vibra―

tional Spectroseopyと いう国際会議を主催

し、新しく安部球場跡に完成し、 4月 より使

用可能となった国際会議場を使って欧米諸国

のこの方面の専門の学者多数を一堂に集め

て、講演発表討論を行い、早稲田大学および

化学科の存在を明らかにしました。大変名誉

ある役割ですが御苦労もまた計り知れないも

のがあります。

7月 には学科主任でもある伊藤紘一先生が

ブラジルのサンパウロ大学から招聘されて、

御専門の分野の「吸着表面での振動分子分光

学」の講義を行うなど大いに活躍されており

ます。

前回にも述べました理工学部80周年記念事

業は昨年中に整地および埋蔵文化財調査を終

え、今年 3月 起工式を行いました。現在は地

下 1階、地上 1階および2階部分の鉄骨が組

み上がりつつあるのが、窓の外に目をやると

よく見えます。峻工予定は平成 4年 12月 との

ことですが、出来上りますと地上 9階建のツ

インビルとなります。一つは大学院棟、もう

一つは総合研究センター棟 として使われま

す。大学では予算が十分でないので所要資金

70億 円のうち一部を寄付に頼ることとなって

おりますが、理工系の募金目標額は30億 円で

稲化会会長  高 宮 信 夫

す。あともう少しで目標額を達成できそうな

所まで来ていますが、稲化会の皆様のうちで

まだ寄付をされていない方がおられましたら

御協力をお願い致 します。

昨年11月 17日 (上 )に は久し振 りに稲化会

の総会、講演会、懇親会を行いました。これ

は化学専攻設置認可の御披露とそれに伴なう

会則の改正をおもな目的としたものです。会

場は理工学部から徒歩10分程の所にあるス ト

ラーダ新宿 4階の講演会場とカ トレアという

大宴会場を使用 しました。時々全会員が一堂

に会 し、旧交を暖める機会を作るのも稲化会

の行事 として有益なことだと痛感致 しまし

た。

その時講演をお願いしました化学科 1期生

の中野隆さん (現在東京工業大学助手)に今

回の稲化会会報に寄稿を依頼 しました。また

稲化会副会長でもあり、相模中研で研究業績

が評価され、研究論文、特許共それぞれ30件

を越える 1期生の長瀬裕さん (現在副主任研

究員)に も寄稿を依頼 しました。

今後共会員諸兄の中からの投稿を期待 して

おりますのでよろしくお願いします。

卒 業 生 の 声

研究所雑感

稲化会副会長  長瀬 裕

化学科を離れ相模中研に入所 して早いもの

で 8年あまりが経過 した。学部 4年 の卒業研

究で研究室に配属されてから助手を務めた 1

年間まで化学科関根研に計 7年 間お世話に

なった私であるが、それ以上の年月を今の職

場で過ごしたことになる。入所 した当初は自

分自身の研究に対する心構えや考え方の甘さ

を痛感 したが、実用化を意識 した基礎研究の
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厳 しさ、難しさの反面、面白さも感じてきた

今 日このごろである。ここでは、相模中研の

紹介を中心に “一卒業生の声"を述べてみた

い。これを機会に、他の卒業生の職場の様子

などこの欄で紹介 していただければ幸いであ

る。

財団法人相模中央化学研究所は日本興業銀

行と25社 の興銀系列の化学企業がスポンサー

となって昭和40年 に設立された100%民営の

研究機関である。相模原市に広大な 3万坪の

敷地を有 し緑に囲まれた大変ユニークな研究

機関である。現在は有機化学 (全体の約 6割 )

と生物化学 (約 4割 )を 中心とした基礎研究

を行なっている。研究員は総勢約80名 、13の

グループに別れて各グループリーダー (班担

当と呼ぶ)を 中心とした平均 6、 7人からな

る班ごとに独自の研究を展開している。所員

の男女比はほぼ半々で,男性研究員は修士お

よび博士課程卒業者を、女性は学部卒業生を

主に採用 しているが、最近では女性の大学院

卒業者も多 く積極的に研究に従事 している。

有機系のグループでは、医薬や農薬の合成研

究、新 しい触媒や反応の開発研究、機能性材

料の開発などが主体で、生物系では、遺伝子

工学や蛋白質工学、生理活性物質を効率よく

生産する微生物の探索研究などがメインテー

マである。現在、私は高分子化学グループの

“班担当"に なって 3年 目であるが、主に新

しい含ケイ素高分子の合成と機能性材料への

応用研究を行なっている。

研究成果がある程度まとまった形で得られ

ると、まず特許を出願 して年 2回の速報説明

会を通じてスポンサー会社への情報公開を行

なうが、一般には学会の場や論文誌に外部発

表を行なっている。スポンサー会社に限らず

国内外の多 くの化学企業の研究機関と密接な

関係を保って仕事を進めている。相模中研が

通常の民間企業の研究所と本質的に異なる点

は、生産ラインを持っていないことである。

すなわち、得られた研究成果を収入に結び付

ける手段 としてモノを生産 して販売すること

は財団法人としての性格上できない。 した

がって、特許の実施権を他の企業に売 り渡し

て技術収入とする。もちろんスポンサー会社

からの毎年の寄付金がなければやっていけな

いが、最近では特許収入を含む技術収入が全

体の予算の 5割 を超えたということである。

私が入所 した当時はその技術収入が 3割程度

と聞いていたが、ここ数年の間の技術収入の

伸びには目を見張るものがある。昨年25周年

を迎え秋に記念行事が行なわれた。その席で

現在最高顧間であり初代所長を務められた森

野米三先生が設立当時の苦労話 しやその後研

究所の維持、経営における苦難の道のりを感

慨深げに話 しておられた。

相模中研を維持 している生命力は、個々の

研究員の “acu宙ty"である。特許収入がイ固

人へも一部還元されることからプロの研究員

としての自覚も生まれているが、それだけで

はなく相模中研の人々はとにかく実験が好き

である。最近化学科の卒業生の中でメーカー

ではなく、商社や銀行、証券会社などの文系

の職場へ就職される方が多いと聞く。もちろ

んそのような職場では化学の専門知識を持っ

た人材が必要であろうし、やり甲斐もあろう。
スマートな職場を指向する時代の風潮であろ

うが、化学は実験を基礎にした半経験的な学

問であって、自分の手を汚さない限りは新 し

い優れた成果は生まれない。化学を志 し社会

に巣立つ卒業生に分子 レベルで新 しいモノを

創製する研究の面白さをもう一度考え直して

欲 しいと思う。

〈助手随想〉

友人「K」 のこと

鹿又宣弘

私の友人に Kと いう男がいる。古 くから

の付 き合いで私よリーつ年上の29才 。現在某

大学で化学系の助手をしている。Kが進学 し

て学位を取得 したいきさつが面白いのでここ

で紹介 してみることにする。

Kが 4年生で研究室に入った頃はさぼるこ

とばかり考えていた。一つ実験を仕込んでは

ふらふらとクラブの部室に姿をくらまし二三

時間は戻ってこないこともよくあった。教授

が帰宅すると実験など放ったままにしてすか

さず家へ帰る。次の日、教授に「あの反応は

どうな りましたか ?」 と聞かれて も「今、

NMRの順番待ちです。」などと適当に答えて

大あわてで後処理をしていたようだ。こんな

有様であるから結果などそう簡単に出るはず

もない。「はじめてもらったテーマなど今の

俺なら1カ 月もあれば済むようなものだが半
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年もかかってしまったよ。」 と笑って話 して

くれる。こんな Kが化学に目覚めたのは同

輩の I君がいたからだそうだ。ある時 I君が

夕方になって「まずい、まずい」と独 り言を

云っているのでどうしたものかとKが尋ね

てみると、「今 日はまだ一つも実験を仕込ん

でないんだ。早 く何か仕込まなきゃ。」と云っ

ていたそうである。一つの実験をするのに二

三日はかかっていた Kであるから驚いて「I

君は実験が好 きなんだね。」とちゃかしてみ

ると、I君は「好 きだよ。だってプラモデル

作っているみたいで面白いもん。」 と答えた

そうだ。まだ実験が楽しいなどとは思ったこ

とがない Kに とって I君の言葉はショック

だったらしい。「妙な焦燥感に駆 り立てられ

る思いがした」と彼は当時を振 り返る。着々

と実験を続けるI君 に見習って自分も少 しは

結果を出さなきゃなるまいと思い始めたので

ある。

それから数力月が経ち、卒業式の数日後に

Kと 酒を飲みながら話をする機会があった。

前述のような訳であるからKが卒論研究で

Aな ど貰えるはずもない。彼の成績は「B」

であった。ところが卒業証書授与式で Kの

後ろに座っていた I君の成績には「A」 が付

いていたのである。こつこつと毎日きちんと

実験をしていた I君であるから当然のことで

ある。卒論の成績など全員「A」 に決まって

いると信 じきっていた Kに はこれが大変

ショックだったらしい。「教授はじっか り見

ている。」とつぶやいていた。

丁度テーマも新 しいものになり、Kがよく

徹夜実験をするようになったのも修士課程に

進学した頃からであった。すると不思議なも

ので結果も出るようになり、結果が出れば学

会発表も出来るようになる。人前で話をする

のが大好 きな Kであるから自分の研究成果

を他人に披露するのはとても気持ちが良さそ

うであった。研究 とはこんなに楽 しいもの

だったのかと気づき始めた次第である。する

とたちまち「こんなに楽しいのなら一生研究

生活を続けたいものだ」と思うようになって

しまった。Kは実に単純な男である。

当初 Kは修士課程を修了 した後は就職す

るつもりでいたようだ。就職して会社の研究

所にでも勤めてゆくゆくは「学位」でも取 り

たいと思うようになっていた。Kはそのこと

を両親に話 して将来の進路に関するア ドバイ

スを求めたらしい。するとKの父親は「お

まえみたいな怠け者が会社に入って学位など

取れるわけがない。そんなことをするくらい

なら学位を取るためだけにある博士課程にで

も行け。」と云ってのけたそうである。Kは

その瞬間に気が変わった。進学の意志を指導

教授に告げたのはその翌日のことであった。

Kの教授は慌てて論文を書いてくれたそう

だ。私も同感であるが、自分の成果が活字に

なるのはひと味違 う。はじめて Kの名前が

入った論文が出たのは M2の 2月 のことで

あった。それからKは よく図書室に通 うよ

うになった。調べ物をするついでに (あ るい

はこちらが本当の目的だったのかも知れない

が)Chemic」 Abstractsを 見に行 くのである。

自分の名前が載るのはまだかまだかと待ちど

うしかったようだ。半年 くらい経ってからで

あろうか、Kは 自分の論文の抄録が載ってい

るのを見つけたのだ。Kは実に満足そうだっ

た。図書室でにやける彼の姿を奇異に思った

者も少なくあるまい。処女論文は彼にとって

大いなる自信 となった訳である。「やればな

んとかなるもんさ。」 というのがそれ以後の

彼の口癖である。研究を始めた頃、「本当に

結果なんか出るのかよ」 といつ も懐疑的に

なっていたのが嘘のようである。Kは楽天的

な男になってしまった。

私は Kが進学 して本当に良かったと思っ

ている。研究を本当に楽 しんでいる姿を見る

度につ くづ くそう思う次第である。私の弟子

にもKと 同じような要領の良い学部 4年生

がいたが、彼は進学せずに就職 してしまった。

先行 きが少々不安である。 しか しKや私の

弟子を見ていて思うのだが「楽天的で環境に

順応 しやすい奴は得だ」ということである。

良い友人に恵まれて仕事に興味を持ちさえす

ればどんな奴でも「なんとかなるもんさ」と

感 じるこの頃である。

博士号を取得 して

阿部二朗

私はこの度、高橋研究室で行った『時間

解共鳴ラマン分光法および分子軌道計算に

る励起分子種の構造に関する研究』という

分

よ

題
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目で早稲田大学より工学博士の学位を頂きま

した。早稲田時代には時間分解ラマン分光法

と分子軌道計算を用いて、比較的小さな分子

の電子励起状態の分子構造に関する研究を

行ってきました。現在は幸運にも成腱大学工

学部工業化学科工業物理化学研究室に助手と

しての職を得ることができ、研究生活を続け

ておりますが、早稲田時代のものとはかなり

畑違いの分野についての研究をしてお りま

す。

今は半導体超微粒子のピコ秒時間分解発光

分光法を中心として、強誘電性液晶ポリマー

の光物性、金属フタロシアニン化合物の光物

性などのテーマを持っており、毎日非常に多

忙な生活を送っています。早稲田時代には殆

ど合成らしい合成というものを行ったことは

ありませんでしたが、こちらにきて溶媒の減

圧蒸留やグリニヤール試薬の調整などの基本

的なことを中心に、実験書片手に四苦八苦 し

ながら卒論生を指導しています。また早稲田

時代には触った事のなかった YAGレーザー

とピコ秒色素レーザーの調整も行わなければ

ならないようになり、こちらもマニュアルを

見ながら奮闘しています。さらに理論面に関

しては、半導体超微粒子中のエキシトンのダ

イナ ミックスを Wave Packetの 方法により

探ること、さらに金属錯体の分子軌道計算が

あげられます。一見するとばらばらの内容を

手当り次第やっているように思われるでしょ

うが、実はこれらの分野は根底において互い

に密接につながっており、これらの実験、測

定、理論が一つにまとまったときに半導体超

微粒子の基礎的な光物性および実用的な応用

面に関して大変興味ある展望がひらけると信

じています。

何故このようなことを前置きとして述べた

かというと、これから大学院、特に博士後期

課程に進学することを考えている人たちに、

ある一つの姿勢 を持ってもらいたいからで

す。その姿勢というのは一言でいうと、専門

馬鹿になるなといことです。『僕は合成の専

門家だから合成だけやってればいいんだ。量

子化学なんか知らなくてもいいや。』とか、『わ

たしは測定の専門家だからいろいろな分子の

スペク トルを集めていればいいのよ。』ある

いは『おれは理論家だから実験のことなんか

興味無いね。』のような狭い分野にこだわら

ずに、もっと幅の広い研究者を目指 してもら

いたいのです。狭い分野にこだわっていると

本質を見落とし、重箱の隅をつつ くようなこ

とに時間と労力を注 ぐことになりかねませ

ん。いわゆるオールラウンドプレイヤーを目

指せ ! ということです。以上に述べたのは

研究方法についてですが、研究方法だけでな

く研究テーマに関しても自分の専門に詳 しい

のは当り前ですが、もっと広 く知識を持って

自分のテーマとの関連を考える、ということ

も非常に大事なことです。一つの事象を異

なった視点から眺めると何か面白いことが見

つかるものです。そうすれば自分の専門にこ

だわらずにどんな分野にも適応する能力が身

につ くことでしょう。修士の学生が就職する

ときに、自分の専攻にこだわり、専攻した内

容に関する職場に固執する傾向があ ります

が、たかだか 2～ 3年 しか勉強していないの

ですからそれほど深い知識があるわけでもな

し、自分の専攻とまるで異なることにチャレ

ンジする精神を持ってもらいたいものです。

また、しっかりとした展望と姿勢を持って研

究をすることを勧めます。たとえ失敗 しても

得るものは大きいからです。

以上思い付 くままにくどくど述べ ました

が、要は好奇心のない人は研究には向かない

し、既成概念に対 して常に懐疑的であれ、と

いうことです。『研究は大変面白いものであ

る。』これが私が博士後期課程で得た最 も大

きな収穫でした。

稲 化 会 総 会

昨年11月 17日 (土 )、 ス トラーダ新宿 4階
の講演会場にて、稲化会総会が開かれました。

会報発行の時期と重なったため、総会報告を

今号にて行うことになりました。報告が遅 く

なり、大変申し訳ありません。

総会にて、化学専攻設置認可に伴う会則改

正が決議され、石原先生が庶務理事になられ

ました。総会の後、講演会が開かれ、その時

講演された中野先生に、講演の要旨を書いて

いただきました。

-4-



く講演〉

表面科学から見た摩擦

一～トライボロジにおける化学反応の役割―

東工大生産機械工事 斗 中 野 隆 (1期生 )

皆 さんは トライボロジ (Trib。 logy)と い

う言葉をお聞きになったことがあるでしょう

か。 トライボロジとは、接触又はそれに近い

状態で相対運動 しながら、互いに力を及ぼし

あう2面 に関連 した諸問題を取 り扱う科学、

ならびにそれらの実地応用に関する技術の総

称です。語源はギリシャ語のτριβθζ :

(こ する)1)で あり日本では昔摩擦摩耗学と呼

んでいました。摩擦というと化学からは遠 く

離れた問題という認識を持たれる方もいらっ

しゃると思いますが、実は非常に化学の知識

が役に立つ分野なのです。今回稲化会でお話

の機会を与えて頂きましたので、 トライボロ

ジの歴史的発展の経緯となぜ化学が重要な役

割を果たしているかを簡単に解説させて頂き

ます。

トライボロジに関する問題は古 くはエジプ

トでピラミッドを作る際の石材の運搬の時か

らその重要性が認識1)さ れてはいましたが、

近代科学としての研究は、Leonardo da Vinci

(1508)に よって始められたと言ってよいで

しょう。その後 G.Amontons(1699)、 電磁

気学で有名な C.A.Coulomb(1781)|こ よっ

て摩擦の 3法則

(1)摩擦力は見かけの接触面積によらない

(2)摩擦力は荷重に比例する

(3)静止摩擦力は動摩擦力より大きい

という形に定式化されました。当時摩擦の原

因としては、クーロンが考えた表面の凸凹に

よる説と、J.T.Desaguliers(1734)1)が提唱

した物質を構成する凝着力 (今風にいえば化

学結合)に よるという説が存在 していました。

話の都合上この両説を最初に簡単に説明して

おきます。

摩擦のメカニズム (凸凹説と凝着説 )2-3)

凸凹説では、静止摩擦力とは表面に存在す

る凸凹を乗 り越える際に必要な力です。また

動摩擦は 1ビ ッチ abの凸凹移動する際、滑

り落ち区間では力が7く要だとすると (図 1)、

Fcos θ s=Nsin θ s(F:摩擦力、N:垂
直抗力 )

静止摩擦係数 μs=F/N=tan θ s

動摩擦係数  μk=tan θ k=μ s/2

の関係が導出されます。

B  
―

一方凝着説では 2面の真実接触部での凝着

と破断が摩擦の本質であると主張 します。今

真実接触部では次の関係が成 り立っています

(図 2)。

S=P/p  F=Sr
S:真 実接触面積、p:圧縮強さ、 τ :

せん断強さ、P:垂直抗力、F:摩擦力

せん断は一番弱い部分でおこる (物 質 A
内、物質 B内 もしくは境界面)と すれば摩

擦係数は

F=μ P=Sr=Pτ /p  μ=τ /p

と計算されます。

表 1 凸凹説と凝着説の比較

潤 滑
境界膜

の影響

動摩擦と静摩擦

の関係

凸凹説
表面を滑ら

かにする
無
¨

μk=1/2μ s

凝着説
境界部分を

弱 くする

極めて

重要

境界膜無

μk=μ S

図 1

図 2  P

|
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す。両説の大きな違いは凸凹説は表面の化学

的性質に無関係であるのに対 し、凝着説では

逆に表面膜の存在が重要な役割をしている点

です。

こ の 両 説 の 成 否 は 20世 紀 に なっ て

Bowden4)に よって決定されました。彼らは一

連の実験、(1)真 空中における摩擦の測定 (2)

摩擦面の温度変化の観測 (3)摩擦の間欠運動

(ス テイックスリップ)の解析、によって凝

着説が正 しいことを示 し、表面の状態が摩擦

に対 して非常に重要であることを示 しまし

た。詳 しくは参考文献を参照 して下さい56)。

さて表面膜の存在が摩擦に重大な影響を与

えるとすると、物質の化学的性質がかなり摩

擦に関係 してきそうです。実際その通 りで、

摩擦は化学の応用といってもよいくらいなの

です。実際いくつかの例について述べてみま

す。

(A)雰囲気気体による潤滑

金属の気体吸着活性とその気体の潤滑効果

には強い相関があり、多 くの金属は酸素で潤

滑 され ます。 しか し(a)典 型元素では10-1

mmHg以上の酸素が潤滑に必要ですが、酸素

吸着活性の強い遷移元素の場合10 5mmHgで

十分です。また面白いことに鉄は窒素でも影

響を受けますが、これは鉄が NH3合成の触媒

であることを知る化学者には当然の事として

受入れてもらえるでしょう。

(B)高級脂肪酸による金属の潤滑 4)

銅よリイオン化傾向の大きい物質は、金属

せっけんの生成により高級脂肪酸の潤滑効果

が認められますが銀、金、ガラスには有効で

ありません。

また上記の歴史的な問題だけではなく、最

近では化学の最新の方法が トライボロジの理

解に益々重要になっています。その例を述べ

ると

1)超高速、高真空などの極限環境下におけ

る潤滑剤の開発の為の CARSを 含むラマ

ン分光法及び分子軌道法を用いた吸着の静

的状態、動的過程の解析 7)。

2)CVD、 PVDや 電気化学的方法を用いた

表面改質。

3)摩擦面の化学活性を利用 した高分子合成

及び反応機構の解析。

4)潤滑材を目的部分まで運ぶ特殊な包含化

合物を決定及び合成する。

この他にも化学者が活躍できる分野は非常に

広 く、有機化学から物理化学までどの分野の

人が飛び込んできてもすぐその日から仕事に

なる問題が山積みしています。私が化学を勉

強していたのは15年以上前であり、現在の最

新の知識を有する学生の皆 さんであれば、

もっと素晴らしい仕事が出来ると思います。

是非一度 トライボロジの世界にいらしてくだ

さい。

最後になりましたが化学科のこれからの一

層の発展をお祈 りしています。

参考文献

化学科の創立者の一人である東健一先生の講義

で一番印象に残った言葉は、“皆さん、参考文献の

ない本なんて学術書じゃありませんよ"で した。

1) D. Dowson“ History of Tribology":Longman

Group Limited London(1979)

2)摩 擦の話  曽田範宗著 岩波新書

3)摩 擦 と潤滑 曽田範宗著 岩波 (1954)

4)固 体 の摩擦 と潤 滑 バ ウデ ン・ テ イバー著

曽田範宗訳 丸善

5) F.P.Bowden,J.N.Gregory and D.Tabor:

Nature 156(1945)97

6) Fo P.Bowden and T.P.Hughes:Proc.Roy.

Soc.A172(1939)263

7)主 として邦文誌 トライボロジス ト (旧 名 潤

滑 )、 英文誌 Wearに掲載 されています。

国際会議 を終 えて
～都の西北にて～

平成 3年 6月 3日 から7日 までの 5日 間、

安部球場の跡地に建てられた、早稲田大学総

合学術センターにて、第 5回時間分解振動分

光学国際会議 (5th TRVS)が 開かれました。

Chairmanの 高橋博彰先生をはじめ、伊藤紘

一先生、松本和子先生、石原浩二先生、鹿又

宣弘助手、秘書の米光昌子さん、職員の直井

孝予さん他の方々の御尽力により、170余名

の参加者が集まったこの会議は、成功のうち

に終わりました。会議の感想を秘書の米光さ

んに伺いました。

私は、高橋研で約半年間、第 5回時間分解

振動分光学国際会議 (TRVS)開 催準備の手

伝いをさせていただいた建築学科の学生で

す。TRVSについて何 も知らない私でしたが、

それこそ “世界一流"の化学者と接する機会

をもてたことは、大変貴重な経験でした。そ
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してこの様な水準の高い国際会議が、この早

稲田大学で開催されることに、私までもがた

いへん名誉に思ったものです。お陰様で会議

は無事に終了しましたが、我々スタッフー同

は期間中、国内外を問わず参加者の方々に随

分 とねぎらいの言葉をかけていただきまし

た。スタッフヘの心遣いを忘れない彼らのマ

ナーもありましょうが、満足 して戴けたのは、

高橋先生、伊藤 (紘 )先生の方針の良さだっ

たと思います。事務的に処理 しがちなこの様

な会議の準備を、運営は二の次にして、いろ

んな人のいろんな要求を、その人が一一番良い

よう配慮することを、いつも一番に考えてお

られました。そのため海外とのやりとりや調

整、その他に日々忙殺されておられましたが、

それでまとめ上げられた両先生の力量には感

服するばかりです。その奮戦ぶりは、近 くで

見ていた者として是非ここに書いてお伝えし

なければならないと思います。 (大 まかなよ

うで細心な高橋先生と、きっちりしていなが

らおおらかな紘一先生は、不思議な名コン

ビ !)

閑話休題  建築学科に入って最初の頃に

知った人にバ ックミンスター・フラー (R.

Backminster Fuller,1895-1983,米 国)と い

う人がいます。彼は、地球全体の未来のため、

最小限の資源やエネルギーで最大限の効果を

あげようとした人で、いろいろな分野で具体

的な提案をおこないました。建築の分野でも、

正三角形を複合 して球体にしたフラードーム

と呼ばれる構造体を提案しました。これは建

築にかかる圧力を考えずにすむため、柱を全

く必要としない ドームで、博覧会のパビリオ

ンなどで日にするあれです。その構造的な技

術や力学については専門書 もあるようですが

それはともかく、形態の合理性を追及したら

結晶構造や分子構造に見られるようなものに

なった点がとても面白いと思います。化学と

建築は応用分野はもちろん、もっと本質的な

部分でも、ミクロとマクロの差はあっても自

然界のバランスということでは何か共通する

ものがあるように感じてしまいます。

短い間でしたが、多 くの良い勉強をさせて

いただいた事、感謝しております。どうも有

米光 昌子

研 究 室 紹 介

◇井口研

井口研 は、井口先生に助手講師が 2人 と

M2の方が 1人、Mlが 3人 そして 4年が 4

人 十コンピュータ 4台 と新 しく登場 した

(我 々のポケットマネーで買った)電気ポッ

トで構成 されている研究室です。あれっ ?

何か足 りない気がするな―。そうだ、この研

究室に異変が起こったのです。それは井口研

の田村正和 と言われていた Y氏がいな く

なって しまった事です。初めて Y氏 と会っ

たのは 3年 の量子化学 Aの時間で した。静

かに腕を組み鋭い視線を投げる寡黙な態度。

この姿をみて井口研を希望 した人は数知れな

い。Y氏がいな くなって皆本当に寂 しいと

言っています。Y氏の積 もるエピソードが聞

きたい方はいつでもどうぞ (お茶のサービス

有 り)。

それではメンバーの紹介をします。

講師の鈴木さんは私達 4年 にはわからない

難しい話をしているがとっても優 しい。月ヽ林

さんの話はとっても奥が深いと思います。M
2の千葉さんはとっても優 しく勉強熱心。と

ても完璧に見えるが裏には何か隠されている

様です。Mlの馬上さんはとっても明るく親

切だがゼ ミはつまらない。中嶋さんは井口研

の中で一番好 き,LOve Loveっ て感 じ (平

井 )。 吉崎さんは研究室を和やかにして くれ

る貴重な存在、 4年 のホープ大江 くんは期待

の大きさにつぶされない様、頑張って欲 しい。

鈴木 くんは、この場所をとっても気に入って

いる様だ (単 に実験が嫌いという暉 もある

が )。 北里 くんは孤独なライダーと言ってい

る。この言葉の意味は、きっと奥深いのであ

ろう。平井さんは、毎日胃弱と戦っているが、

声は大きい。という楽 しい研究室です。今、

皆の願いは、エアコン導入だそうです。先生、

お願～い !(平井 )

「卒業論文題目」

中嶋隆人 ポリアセンの結晶軌道法による計

算

馬上英典 ポリアセチレンの電気伝導度の計

算

難うございました。
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「

吉崎潤一 COnnected moment展 開法による

Be2+の 電子状態の計算

朱島 隆 ポリアセチレンの電子状態

浅田雄三 拡散量子モンテカルロ法による

PsClの結合エネルギーの計算

海老原潔 Dimer Basis Setを 用いた分散エ

ネルギーの計算

◇石原研

石原研のメンバーは、石原先生以下 6名で

す。まず一人ずつ紹介 していきましょう。

トップバッターはもちろん石原先生。研究

室で学生相手にユー千7爆 じりに話す御姿

1よ

=季
きや実験からはとても想像できません。

必殺技は、「しょうがないなあ。」「今、何やっ
てるんですか ?」 等々。何もしていない時に
とんでくる「何やってるんですか ?」 はとて

も心臓に悪い (と 思うのは僕だけか ?)。 先
生には、他にシャドウ・ピッチング、テニス

の素振り、ゴミ箱サッカー (こ れが何なのか

知りたい人は研究室にこよう。)等の特技 ?

もあるのだ l

次はMlの伊藤 (智 )さ ん。毎日先生と、
「漫才している」(平野さん談)と ても楽し
い方です。そのせいか、先生の「しょうがな
いなあ。」を既にマスターしている偉大な人
でもあります。青森の彼女との仲は大丈夫な
んでしょうか。

次もMlの平野さん。後輩思いのやさ tノ

じ全fiヒ []署i子評英曇象暑鷲Ψ券妾たt
ちゃってすみません。ちなみに ドラゴンズ

ファンだそうです。でもとてもそうは見えま

せん。

続いて B4の新井さん。就職か進学かで悩
む彼女は先日ひったくりにあった。先生曰く、
「隙があるからですよ。」早 く犯人がつかま

るといいね。成績は僕より上なのに院の推薦
はパスした。お陰で助かります。

次はB4の伊藤 (秀 )く ん。歩 く化学大辞

典の彼の名は応化にも知れ渡っている。それ

もそのはず、名前の頭文字は片仮名でイヒ≡

化91銘が化学科にくることは生まれた時から
の運命に違いない。

.メ上の 5名 に怠け者の筆者近藤を加え、先

告之曹警尻頂二羅方曼象[I悠言ξら具iF

真面目に研究しているのが石原研です。 1、

2、 3年 の人、見学に来てね。コーヒーが待っ

ているよ。尚、文責は筆者ではありません、
と′思いたい (ダメかな)。

「卒業論文題目」

伊藤智啓 α―ピリドンを架橋配位子とする

Pd(1)二核錯体の溶存状態

大森健司 ボロン酸の錯形成反応機構

前山尚弘 白金(Iv)錯体の配位子置換反応

平野裕司 α`―ピリドンを架橋配位子 とする

Pt(Ⅲ )の二核錯体の軸配位子置換

反応

◇伊藤 (紘 )研
前略、伊藤紘一研です。今年の伊藤紘一研

には、“一応"12名 が登録されています。12

名の構成は、先生を筆頭に、M2が 4人、M
lが 3人、B4が 3人 となっております。あ
れ? これでは11人で 1人足りない。う―ん、
これは不思議だ。疑間を持ったまんまでは、
今晩は帰ることができない、ということは、

徹夜だ。どうしよう。

という冗談は伊藤紘一研の真実ではないの

でここで訂正します。伊藤紘一研は、フレッ
クスタイム制で、帰ることは、ほぼ自由です。

(も ちろん、コアタイムはあります。)そ して、

筆者は、まだ、実験で学校に泊まったことは

ありません。(他ではありますけど。)

で、各構成員について、簡単に、紹介して

おきましょう。まずは、先生。研究室の中で

最もパワフルなのは、周知の事実で、先生を

見ならわなくちゃと思いつつも、先生が学校
に来たころにやっと口が覚める自分がけっこ

うかわいいと思う今日このごろです。そして、
学生なのですが、M2は 、すでに貫藤の感じ
られるOさ ん、徹夜が大好きな Sさ ん、言
動がするどい Hさ ん、世話好きな Fさ んの
4人で全体的にダンディーという感じがしま

す。次に、Mlは、変なところまでも物知り
なMさ ん、スポーッが大好きな Yさ ん、伊
藤研のマスコット的存在のWさ んの 3人で、
全体的には、フレンドリーな感じがします。
そして、B5は、しっ知らない。最後に、B
4の僕らです。パチンカーのFく ん、「なん

だろうなこいつは。」という印象を会った人

すべてに持たせる Yく んと、筆者の Tの 3
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人で、この 3人は、全体的にどうしようもな
いやつらです。

以上12名が当研究室のメンバーで、薄膜及
び表面を、ラマン分光及び赤外分光を用いて

研究しております。当研究室には、女の子が

1人 もいないので、女の子が遊びに来るのは

大歓迎です。男の子も来てもかまいません。
お待ちしております。

「卒業論文題目」

和島卓男 スチルバゾール誘導体の光二量化

反応の構造化学

I.ス チルバゾール及び N― メチ

ルスチルバゾールの場合

亀山明子 ステルバゾール誘導体の光二量化

反応の構造化学

Ⅱ.N(nオ クタデシル )― スチル

バゾールの場合

浜中羊三 高感度 FT―IR及 びラマン分光法

によるヘミシアニン色素の銀蒸着

膜上の 1″B膜構造の研究

御園康仁 高真空下低温銀蒸着膜上のアルデ

ヒド類の SERS分光

山本雅人 表面増感赤外吸収スペクトル法に

よるメロシアニ ン色素 を含 む

Langmuir Blodgett膜 の構造の研

究

◇伊藤礼吉研

さて、伊藤礼吉研である。当研究室は化学

科唯-51号館12階 にあるため薬品の臭いもせ

ず、ナイスな夜景を拝むことができますが、

他の研究室との交流はあまりありません。そ

のため学校には来ていないように思われがち

ですが、そんなことはありません。しかし、

ゼミ以外の時間的拘束はあまりないので各人

の判断で研究を進めています。以上の事から

当研究室には自己管理能力の優れたバイタリ

ティーのあふれた人材が毎年集 まってきま

す。

それでは人物紹介に参 りましょう。まずは

伊藤礼吉先生。先生は、学生の自由を尊重な

さる大変度量の大きい方です。我々はこの自

由な雰囲気の中で、将来の化学界を担う様な

人材になるべ く、日夜努力を続けています。

OBの 斉藤さん、森さん、笹森さんは忙 しい

仕事の合間をぬって研究と我々の指導に励ん

でお られます。M2の時末 さんは、週一回

我々 B4のゼミを担当されている、頭もきれ

るがとにかく明るい方です。Mlの相賀さん

は熱意はあるが才能が伴わない我々に辛抱強

くゼミを聞いてくださる頭脳明m/1な ナイスガ

イです。そして我々 4年生。とにかく量子化

学を極めたいと、それだけを思い礼吉研の ド

アを叩いてから早ニカ月。やる気はあるがゼ

ミの内容があまりにも高度なために、必死で

勉強しています。

当研究室では主に分子軌道法を用いて分子

の電子状態を計算 し、これを基に分子の外場

に対する応答、分子間相互作用といった分子

の諸問題の理論的研究というものを行ってい

ます。

当研究室に興味のある方は、是非遊びに来

て下 さい。

「卒業論文題目」

相賀史彦 TDHF近似による分子の周波数依

存一次超分極率 β(一 ωσ;ω l、

ω2)の計算

Nikta A.K.半 経験的方法による分極率の

計算

相宗史記 パソコンを用いた Ab iniuo direct

CI計算

住家耕作 簡易分子軌道表示プログラムの作

成

田中秀一 EHMO法 による白金錯体の遷移

モーメントの計算

佃 直子 メタン型ハイドロクロロフルオロ

カーボン類の、水酸ラジカルによ

る水素引き抜き反応のポテンシャ

ルの計算

若林 晋 (CIHCl)の 光電子スペ ク トルの

非経験的分子軌道法計算

◇高橋研

今日は、高橋研の新歓コンパの日である。
ゼミもあることだし、とりあえず学校に行く
としよう。

10:00頃 、学校に着く。Uさ んが昨日から

測定をしているはずなのだが。…。・。
「Uさ ん、スペクトルとれましたか ?」

「とれなかったよ―ぅ」

可哀想に。高橋研では、時間分解共鳴ラマン

スペクトルで分子の光励起状態の構造を調べ
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ているのだが、たまにスペクトルがとれない

こともあるらしい。ボクはよく知らない。

昼頃に Sさ んが現れる。

「ゼ ミやるよ―」

今日は量子化学のゼミである。ボクにはサ ッ

パリ分からないのだが、Sさ んは分かるらし

い。ボクが問題を解けないでいると、

「こんなのo2からないのか―」
と、いつものログセが浴びせられる。まった

く、困ったもんである。

ゼミが終わると飲みである。先輩方の度肝

を抜 くような飲みをしてやろうと心に誓うボ

クだった (本当にそうなった)。

一次会でボクの前に座ったのは、Kさ んと

Iさ ん。ボクは Iさ んのファンなので、Kさ
んを横 目に、Iさ んに対 して くだらないギャ

グを連発する。それでもウケた。ちょろい。

二次会はお決まりの店「祭ばやし」だ。H

さんとYさ んはアカデ ミックな話をしてい

る。 ドクターに進む人達はやっぱり違う。K

さんは話を聞きながらも、ボクの空のコップ

を目ざとく見つけてはビールをついでくる。

あなどれない人だ。途中で他の場所に逃げた

のだが、そこにもOさ んがいて、結局は飲

まされて (飲 んで)し まった。

一一一中略 (と ても書けない)一――

気がつ くと、ボクは自分の部屋のベ ッドに

寝ていた。朝だった。 (文章の中に登場 しな

かった先輩方ヘーースイマセン、以上 )

文責 K

「卒業論文題目」

上田 洋 2メ チルアセ トフェノンの時間分

解共鳴ラマンスペクトル

岡美由紀 2-Methylbenzophenoneの 時間分

解共鳴ラマンスペクトル

海老原健 1'3'3'一 Trimethylspiro― 〔2H-1-ben_

zopyran-2,2'― indoline〕 の過渡共

鳴ラマンスペクトル

吉井啓人 Diphenylethanedbneの時間分解

共鳴ラマンスペクトル

関本弥生子 9H―Carbazoleお よび9 Ethyl― ―

carbazobの 時間分解共鳴ラマン

スペク トル

◇高宮研

この坂を登る頃には月と星、そしてもう初

夏の香 りがする。頼んでおいた参考文献 (外

国のやつ)を入手 したので今夜はそれを熟読

玩味 したいがために昼間の実験研究の疲れも

忘却の彼方に行ってしまっている。

AoM.8:00。 気持ちのいい朝である。ゴ

キゲンな BGMと 一杯のカフェオレ。おはよ

うございます。高宮研の朝は早い。一歩踏み

入れたなら活気に満ちた雰囲気をすぐに感 じ

とることができるであろう (ふ ぐ?)。 今 日

は機嫌がいいぞ ! 唄なぞ歌っておる。昔宮

くんは一番の人気者で、彼に会えるのを毎日

楽しみにしている。まじめ一かつ勉強熱心を

モットーとしている昔宮 くんは明日の高宮研

を担う者として打って付けの人材であり、そ

れはまるで手招きでもするかの如 く、研究室

では必要としていた。半年に一度 くらいの割

合 (rate)で、戸塚のおじさんのところに遊

びに行ってしまうが、たまにはぼくと遊んで

ね。新メンバーとして、井原くんと沖野さん

が加わった。 2人の加入は、じめじめとした

梅雨をも吹き飛ばしてしまうフレッシュな風

を吹かせて くれている。そ して M2を 代表

してここで長井 くんを紹介させてもらう。彼

の研究に打ち込む姿勢には後光までが射すと

まで言われたことはないようだが、その日も

近いことだろう。考えることに筋が通 り、

ちゅ―かピシィっとしているのである。余談

だが、彼にも戸塚におじさんが居るらしく(全

く以て日本は狭いぜ )時々顔を出しているよ

うだ。最後に組頭である助手根本氏のいるこ

とをお忘れなく。おっと忘れていました。高

宮研では、高分子 (主 にポリシロキサン)の
合成 とその特性について研究をしてお りま

す。膜から始まり、触媒、液晶、光化学にま

で及んでいます。興味のある方は是非遊びに

来て下さい。

「卒業論文題目」

昔宮伸一郎 エステル結合により導入したメ

ソゲンを側鎖末端に有する側鎖型

液晶性ポリシロキサンの合成

武内恒久 側鎖型ポリシロキサンルテニウム

錯体の光励起状態での反応特性

飛田克之 側鎖にコバル トフタロシアニンを

有するポリシロキサンを触媒とし

た3-メ チルインドールの酸化的開

裂反応
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浜田恵美子 側鎖にピリジン環を有するポリ

シロキサンを触媒としたエステル

加溶媒分解反応

山本 剛 マンガンニ核錯体触媒膜を用いた

水の電気化学的酸化

◇多田研

今年の多田研は多田先生を含めて9名 で構

成されています。それでは1人ずつ紹介して

いくことにしましょう。まずはB4の一番手

H君はダンスのサークルに所属しており、合

成をしながらもステップの練習に余念があり

ません。野球の上手なM君 は大変優秀な頭

脳の持主で将来が期待されています。いつも

夜遅 くまで熱心に実験をしているのは Nさ
んです。彼女の実験にはいつも「キャッH」

とか「アーッH」 という様な声が伴いますが、

あれはきっと実験が成功した喜びの悲鳴なの

でしょう。Mlの I氏はそのお人柄の為に、
ついついお友達感覚で接 してしまうのです

が、実は大変よくB4の面倒を見てくれるあ

りがたい先輩です。ゆらゆらとけだるそうに

研究室内を漂うM2の N氏は、その見掛け

とは裏腹に、ブラックジャックのメスさばき

並の手際の良さで実験をします。同じくM
2の O氏 は今日も寡黙に実験を進めていま

す。徹夜明けの彼の背にうっすらと見える影

はちょっとかっこ良かったりします。11月 に

結婚される助手の K氏 は、実験に、学生の

指導にハードな毎日を送られていますが、B

4を からかうことでストレスを解消している

ので、その明るさには一点の曇りもありませ

ん。我らが多田先生は、来客が多く今年も多

忙な日々を送られています。それでも忙しい

合間を縫っては研究室に顔を出されて、危

なっかしい B4の実験を指導 して下さいま

す。午後のお茶のひとときには、研究の話ば

かりではなくアカデミックなジョークで学生

を笑わすことも忘れてはいません。以上のメ

ンバーが、ラジカルの複素環に対する反応性

やCo錯体の化学的性質等、補酵素関連化合

物の合成とそれらの反応挙動を中心とした研

究をしております。見学希望の方は閉じ込み

のハガキに氏名、年齢、TELを 記入 し、今

すぐポス トヘ!! 歓迎致します。(尚、18才

未満の方は保護者の印鑑が必要です。)

「卒業論文題目」

安久津良恵 β位にコバル ト錯体を置換 した

ア リルフェニルエーテルの Ort

ho― Clが sen転位反応

五十嵐庸 光反応による葉酸のモデル化合物

の合成

近江 康 チオエステル基を有するオルガノ

コバロキシムの光分解

永原 央 NADモ デル化合物 とアルキルラ

ジカルとの反応

◇新田研

A.M。 10:00。・・…新 田研 の朝が始 まりま

す。まず 4人 の B4が各々の仕事を行います。

ケミカルショップに試薬を購入に行ったり、

器具を元の位置に戻 したり、廃液処理をした

り……。ちなみに一番嫌いな「廃液処理」の

仕事は、毎年、三月の初めの日に一番遅 く来

た新 B4が行うことになっているので、来年

新田研に入ろうと考えている 3年生は注意す

るようにH

さて、ここ新田研では、非ベンゼン型芳香

族化合物 (五員環、七員環、十一員環などか

ら成る化合物)の合成及びその物理化学的性

質といったことを日夜研究 しています。関心

のある方はいつでも新田研を訪れて下さい。

次にメンバーの紹介といきましょう。まず

は新田先生 ! 今年はマスターが一人しかい

ないため様々な実験に関する知識を教えても

らう機会があまりないので、先生には貴重な

時間を削減 して多々の指導をして頂いており

ます。有機化学 Aや機器分析の授業をとっ

ていた人は御存知のように温厚な人柄で大変

friendlyな 先生です。次は M2の赤萩さん。

今年、新田研で唯一のマスターで僕達 4年生

にとっては不可欠な先輩となっていて、常に

親切で寛大な態度で接 してくれています。 3

年生は今年の後期の有機化学実験でお世話に

なると思います。さて、B4で すが、今年は

個性豊かな 4名から成っています。ルックス

のいいスポーツマ ンタイプの富岡君、con_

servauveな考え方の嫌いな liberJな伊藤君、

毎日体を十分すぎる程 (?)鍛 えている西村

君、そして非常にやせているにもかかわらず、

tがkativeな 山根君……です。このように M
2-名 、B4四名の計五名が今年は楽 しく研
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究生活を送っています。わが新田研では、実

験好きの人間が集まっているためか毎晩遅 く

まで、時には音楽 (何故かアイドル関係が多
い)を聴きながらリラックスして研究を続け

ています。確かに、研究室に入ると自由の効

かない多忙な日々が続きますが、実験に対す

るアプローチのし方などが分かるようになる

と、化学という学問は不思議な魔力を秘めて

いて、僕達を魅了してしまいます。

You cannot go wrong with Nitta laboratory

if you are reany interested in Organic Che―

mistry.ヽ Vhen you wanna sonle more informa―

tion,why don't you come here?

You are welcome to come here an the time.

written by you― know― whO

「卒業論文題目」

小林 聡 ジアズレノトロピリウムカチオン

とその等電子体の合成

此木敬一 架橋メチレン構造を有する18π 系

芳香族化合物の合成

秋江拓弥 アズレン縮環〔n〕 (2,4)ピ リジノ

ファン類の合成とその性質

◇松本研

それでは、65号館 5階 3B及 び 4を 縄張 り

としている松本一味を紹介しよう。

まず、ボスである松本先生であるが、講義、

実験、デスクワーク、更には家庭とあらゆる

ことをこなすパワフルな先生である。次に、

D2の K氏は、朝早 くから夜遅 くまで「少し

休憩 しよう。」といいながらも実験 をこなし

ています。そして、M軍団であるが、J氏 は、

研究室に現れたと思いきや姿を消す (た だ、

別室にい くだけですネ)。 そして、夜 もいつ

の間にか姿を消 してしまうのである(こ れは、

帰宅ですネ)。 また、T也氏は、会社訪間の

達人と化 してしまったようである。そういえ

ば、雑誌のグラビアで熱 くなっていたところ

を先生に見つかってしまいましたね。H氏は、

家が遠いため、いつもの疲労の色が見えます。

ちなみに、物理的な力には強いが、化学的な

力には弱いそうです。M氏は、朝遅いけれ

ども、夜遅 くまで、実験及び付き合いが 1亡 し

いようです。最後に、B4軍団である。U氏
は、材研に毎日の様に通っているが、 5月 現

在実験の為ではない。S氏は、配属 したての

頃、王水に硫酸を注ぎ込んだ事がある。そし

て、その被害者は、W氏である。彼は、秋

の野球までに「文句を言わせぬコントロール

を身につける」と豪語 している。もう一人、

締切を過ぎてから、原稿を書き始めた私の計

10名で、活動 しています。

さて、研究の方ですが、(1)白 金多核錯体の

合成とその性質、(2)MO、 Ruを 中′とヽ金属とす

る多核錯体の合成 と性質、(3)Fe― Sク ラス

ター錯体の合成を柱としています。結局、錯

体を合成 して、その反応性をみているだけで

す。といっても、その合成が大変なのだ。割

と、自分の時間がもてるので、居ごこちはい

いと思います。が、鼻が敏感な人は遠慮 した

方が良いでしょう。有機研はクサイからいや

だと思っている君、松本研は、もっとクサイ

ものを扱うんだ。

ということで、時間に余裕があれば、遊び

に来て下さい。きっとその汚なさに感激する

でしょう。それでは、また。

「卒業論文題目」

志村英雄 オレフィンの酸化反応における白

金錯体の触媒効果

谷口浩和 配位不飽和な硫黄架橋 Ru(μ ―S)

2MO(μ ~S)2Ru三核錯体の反応

星野 力 新規 鉄一硫黄錯体の合成と性質

松並 淳 制 ガン活性 な白金 4核錯体〔Pt4

(NH3)8(C5H6N02)4〕 (N03)5° 2H20

とGuanosineの水溶液中における

反応

直井孝予

学生A「おはょうございます。コピー撮りま
～す。」

わたし「おはよう。どうぞ～。」
学生 B「 こんちゃ～。コピー借 りま～す。」

わたし「ダメ～。 !!!!!!」
5年間に何回,何十回,何百回と繰 り返 し

た会話,コ ピーを撮る間のほんの数分の会話

を交わして入る時が,私のとても好きな時間

でした。職員としての大切なことを学ぶ時間

だからです。化学科の学生との窓口で多 くの

事を教わりました。職員としてとても必要な

化学科連絡事務室にて
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事ばかりです。ありがとうございました。大

久保のキャンパスのどこでも見掛けたら,声
をかけてください。元気に返事 しますので。

最後に,不平不満多々ありながらご指導 く

ださいました先生方に感謝をこめて。謝謝。

オリエンテーション感想

今日はオリエンテーション。毎年雨が降る

と聞いて折りたたみの傘を持参で出かけた。

他学科の人が寒かったと言っていたので、防

寒もバッチリ。が、そんなことは心配無用。

寒いだの、雨だのどころかお日さまはカンカ

ンに照っていて、暑いのなんのって。これで

も軽井沢は避暑地なんでしょうか。まだ 5月

なのに。それにしても、化学科の伝統 (?)
をもくつがえしてしまうような、強力な晴男

か晴女が今年の1年生にはいるようだ。この

分では、これから何か行事があったら天気は

大丈夫だ。

その暑い中、野球大会が行われた。全体を

4つ のチームにわけて、 トーナメント方式

だった。女子は三振なしで当たるまで打たせ

て (振 らせて?)も らえたけど、それでも打

てない。守りの時は、ボールが飛んできそう

もないところでグローブを持ってつっ立って

いるか、ベンチで座っていた (すみません。

役立たずで)。 結局、私たちのチームは第 4

位だった。

そして、夕食を食べてから化学科で集まっ

て (集合時にはご迷惑をおかけしました)自
己紹介と雑談。解散後、どこかの部屋へ行っ

て先輩の話を聞いたりした。今年は上級生の

人数が少なく、これでメチャクチャになると

来年からオリエンテーション自体危なくなる

から、いつもよりおとなしいよ、と聞いたが、
いつもは本当にすごかったのだろう。

次の朝、月曜日にレポート提出があるから

か、化学科の人はすぐに帰る人が多かった。

私はテニスをして、伊藤紘一先生と石原先生

とも試合ができた (二人共うまい)。

先輩、先生方とも話すことができ、名前も

どうにか一致させただけでも (既 に忘れかけ

てはいるが)有意義でした。

学 部 生 の 声

● 1年生

私は高校の卒業論文で環境問題を取 り上げ

た。そこで得た結論とは一一人間が人間であ

る限り解決はほぼ不可能、というものだった。

勿論、卒論には人口を減らす為に中国のよう

な一人っ子政策を世界的に行う、といった、

建て前的なことしか書けなかったが。

人間が動物と同じように「欲」を持ち、そ

れを満たすために行動する限り、環境問題は

解決 しない。かといってすべての「欲」を失っ

たら人間は存続できない。

そう考えると「盛者必衰の理」は、地球に

おける人類文明でも成 り立つと思う。

そもそも環境問題は大量消費を美徳とする

考えがあったため大問題となった。少し欲を

おさえればかなりの悪化 を防げるものは多
い。

とはいえ、今の社会構造が人間の小賢しい

利欲を満たすことを公認したものなので欲を

おさえることはいっそう難しくなっている。
“自由"と “平和"の もとに私欲を簡単に

満たせる、滅びの社会構造を誰か建て直して

くれないだろうか。

大学生になって 3ケ 月あまりが過ぎまし

た。サークルにも入り、お酒をひんぱんに飲

むようになりました。まさに自分が好きに使

える時間です。授業はおもしろいものもあり、

生活そのものが活気に温れています。社会の

枠にはめこまれる一段階前の今が一生のうち

で最も幸せな時なのかも知れません。

反面、この時期に人間社会の汚ない面も見

ます。高校の時の担任の先生が言っていまし

た。

「善だけを知っている人間よりも、

善も悪も知った人間の方が、

人間として大きい。」
こんな人間になれるでしょうか。

(化学科 1年  鈴木賢剛)

● 2年生

今年の 1年 は49人ばかしいたらしい。何 し

ろ、ガラガラであるべき教室が、再履のヤツ

が座れないほど混んでいたっつうんだから。

市井では “大浪人時代"な どと呼んでおる

が、御役人様からボソリと耳元につぶやかれ

たのかしらんけど、ホイホイと定員増 しちゃ
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うとこなんか、モロ早稲田かな―なんてね。

(何 しろ、ホテルに抵当権貸す くらいだもん

な。金足んないのかな。)

とにかく(こ の人員増強によって、深刻な

問題に直面している。(や っと本題に入った。)

1° カフェテリアで昼メシが食えない。(お

かげでいつもパンとか雀荘のカレーやカッ丼
でガマンしている。)

2°新都庁のおかげもあって山手線・埼京

線がムチャクチャ混む。

次に解決法の例を示 してみたので参考に。
1*受ける気のない授業は出ない。もちろ

ん大学には来ない。(抜本的解決法 )

2*カ フェテリアの利用は極力11時半～ 1

時半の時間帯は避ける。(1° の解決法 )

3*朝 は特に15分 ぐらい遅刻するように心

がける。(2° の解決法 )

例年、この 1*～ 3*の方法を実践する強

者が少数ながら現われ、 5～ 6月 にかけて混

雑は幾分緩和される。しかし、さらなる緩和

は、諸君の行動いかんによることを忘れては

ならない。(1*～ 3*の遵守を望む ! おね

がい ! )

PoS。 大学当局には学生生活環境の改善

を期待する。 (食堂をふやせ ! 冷房を入れ

ろ ! 定員へらせ !)

● 3年生

今年の我々 G9Nの 集団には、全学部、全

学年、全学科を通 じてのナンバーヮンが 2つ

あります。

その一……何と言っても人数が少ない。全

員で27人。某教授の話によると、大学院設立

のために一時的に人数を減らして文部省にゴ

マをすったんだそうな。幸か不幸か、10人体

めば 3割強の欠席になる。小 。中学校なら、

即、学級閉鎖だよ。コリャ。

その二……これは我々の悩みに直結 してい

るのです。誰でも4年で大学を卒業 したい。

そのためには卒業研究につかなければなら

ない。そのためには 3年終了時に130単位取

得 していなければならない。普通の人ならば

2年で100前後の単位はあるのだけれども、

中にはそうでない人も…… そういう人達は

当然、科目登録の時に考えられる限りの登録

を行ったのですね。 (他学部・他学科 。6限
授業はあたりまえ…… )

結果、登録単位数は信 じられない程になっ

てしまったのです。最高は117単位とか。
これは、多分、全学部・科・学年でも最高

なのではないでしょうか ?

彼らの学問にいそしむ姿を見て、思うので

すが、 1、 2年生の諸君 ! 今のうちに頑張

りなさい。来年度に記録をぬりかえるなんて

ことのない様に。

最後に我が 3年生の諸君に一言。卒業研究

云々の単位数はあくまで、取得単位数であっ

て、登録単位ではありません。念のため……

● 4年生

「化学科よりついにパイロット誕生 !」

今年の 4年生は一味違います。化学科初の
パイロット誕生にその味付けが濃縮されてい

ると言っても過言ではないでしょう。もちろ

ん某全日空の10年後の収益が半減するであろ

うことは 4年生なら誰 しも予想するでしょ

う。しかしパイロットだけではありません。

玉をはじかせたら右に出る者はないというH
l君、盆踊りのはずが社交ダンスになってし

まうH2君、教育実習で体育を教えた Aさ
ん、ブレインでありながら酔うと危ないYl
君、日曜 6時半からのロングランアニメに出

演中のY2君、バットを振るとテニス打ちに

なってしまうIさ ん、NSRでいつもカッ飛ん

でるKl君、酔うと「パーンチ !」 と言って

本当に殴るK2君、イタリア人みたいな風貌
の K3君、いつも高宮研や成 K大の A部さ
んと飲みに行っちゃう井口研の O君、それ

を支える (煽 る)I君、「いやいやいや」を

連発 しコメディアンに目ざめた s君、毎日
一緒に歩いている人が違うとウヮサの Hさ
ん、なぜか休みになるとヒゲをのばす M君
などなど……。でも登場してない人の方が実
は更に強烈な個性を持っていたりして、ああ

僕はこれ以上恐ろしくて書けない。でもみん

なイイ奴ばかりです。10年後はみんなどうし
ているでしょう? 楽しみです。かく言う私
は化学科の写真屋兼構造研雑用係として今後
2年間不動の地位を与えられているのであり
ます。

これを読んでムッときた方ごめんなさい。

● Mlの声

今朝の朝 日新聞によると、理工系大学院の
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博士課程で定員割れが続いているという。修

士では定員以上の学生を受け入れているの

に、博士課程は理学で定員の八割。工学では

五割しか学生がいないのだそうだ。今は、企

業も基礎研究に力をいれているから、強力な

資本のもとで施設や設備が大変整っている

し、給料をもらって研究できるということで、

学生の大半は企業に就職してしまうのだ。私

も最近某企業の基礎研究の環境についてきい

たのだが、その部門では専らマテリアルの理

論計算を行ない、計算機はもちろん使いたい

ほうだいというのだから確かに私も行きたく

なってしまう。

一方、現在の日本の大学院生の七人に一人

は留学生であるという。留学生の受け入れは

日本の責任とはいえ、やがて彼らの多くは帰

国するのであり、「だれが日本の基礎研究を

担っていくのか」といった危惧も否めない。

企業の基礎研究はいくら “基礎"と はいって

もやはり根底には “商品化"と いう意識が流

れているのではないかと思う。これに対し、

大学とりわけ理学系の研究は本来目先のこと

にはとらわれず、自然の真理や基礎を追及す

るものであり、そこに我々は憧れるのである。

私は量子化学をやっているわけだが、数値

計算の能力に訴えるような研究では到底企業

等にはかなわないので、何かもっと理論的な

ことでオリジナリティが出せないものかなど

という無謀なことを考えている。

● M2の声

今、これまでの 6年間、自然科学の一領域

である化学に親しみ、またそれに打ち込んで

きた歳月をふり返 り、この化学という学問に

対する思いは、各人で千差万別であろう。

特に、学部 4年から大学院を通して 3年間

の研究生活は、やはり、それぞれが自らの生

き方において、何らかの指針を得るのに充分

な期間であったのではないだろうか。

自然科学を常に先導 してきた (古典)物理

学が、その極度の複雑性のゆえに屈伏 しなけ

ればならなかった化学という学問は、それに

かけてきた人々の心血を注いだ努力と執念の

蓄積によって、ひとつの学問体系をなすに

致ったが、そこで必要とされた経験 と直観を

基本とする研究姿勢は筆舌に尽 し難 く、我々

に感動を与えずにはおかない。

特に、我々がその入口をのぞくことができ

た基礎研究では、自然における真理の探究と

それによって得られた知的ス トックの増大が

目的であり、その結果力淑「、我々の生活に役

立つかどうかはとりあえず考えない。従って

その評価 も非常に限定されかつまちまちであ

る。

また研究とは、ある意味ではギャンブルみ

たいなもので、投資 した見返 りが必ずしもあ

るとは限らない。たいていは、無駄なことを

していることが多 く失敗の連続であろう。

このような状況の中で、自に課 した行動原

理に従って研究を続けていくことは、それこ

そ各人が経験的に得た哲学というものが存在

しなければ不可能であろう。

我々は今、ある意味で人生の岐路に立たさ

れているが、人生も研究も一寸先は見えない

という点では同じである。 しかし、研究を通

して得たそれぞれの哲学は、研究以外のこと

においても普遍性をもっているはずである。

私自身もそれを大切に暖めながらこれから

の人生の一歩を踏み出したいと思っている。

「卒業生短信」

卒業生の方からのお便 りを御紹介 します。

○第四期 石井聡 このたびデンカケミカル

ズゲーエムベーハー勤務を命ぜられ無事着任

致 しました。

○第五期 鈴木穣 この度、私どもはささや

かなマイホームを建てました。小さいながら

庭があり見晴らしの良い所です。近 くへお越

しの際は是非お立ち寄 りください。 (大分市

法勝台 )

○第十一期 梶谷英輝 2年前より渡英 して

おります。

○第十三期 今村元泰 工業技術院化学技術

研究所に就職 して筑波で一人暮らしをしてい

ます。坂田久美子 私でも遅刻はまだしてい

ません。週休 2日 は良いです。峯尾泰 職場

では私の真正面に高橋研 OBの境野さんがす

わっています。そのせいか前方の視界が狭い

(?)です。会社では学生時代には全 く触れ

たことのなかった NMRを やることになり、

机の上に10数冊の参考書 を積 まれてプレッ

シャーをかけられています。長澤裕 おれは

今日 (岡崎の方へ)旅立ちます。1991年 4月

4日 (木 )
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○第十五期 亀山明子 反応機構について研

究しています。自分専用の机、本棚、ロッカー

等をもらったのはよいのですが、助手 2名、
D3 2名 、D2 2名 から成る「大御所部屋」
に入れられてしまい修行の日々を送っていま

す。谷口浩和 単位認定によって週休 4日 の

生活です。毎日温泉につかって、ノンビリやっ

ています。小林聡 生化学に転 じ、助教授に

馬鹿にされながらも、がんばっております。

稲 化 会 役 員

長

長

事

員

〈
ム
　

議

会

副

監

評

【収入の部】

【支出の部】

2,346,945

534,000

高宮信夫

長瀬 裕

井口 馨

井口 馨

伊藤礼吉

高宮信夫

新田 信

石原浩二

矢野圭一

小又昭彦

宮田信郎

小林憲裕

伊藤信一

境野佳樹

朝倉徹也

新田 信

松本和子

M2

伊藤紘一

高橋博彰

多田 念

松本和子

長瀬 裕

中山 匡

井上国見

百瀬 浩

宮野浩行

塚田光男

小西隆太郎

1990.4.1～ 1991.3.31現在

前年度繰越

会    費

稲化会会計報告

計

次年度繰越

計
　
刷

信

費

費

費

費

口印
耗

印

消

通

雑

2,880,945

672,497

4,264

134,143

287,292

会計理事

庶務理事

学生理事

お 願 い
●OBの 方々の消息等のご連絡をお願いいた

します。また、自由投稿 (小説 。随筆ある
いは漫画などでも結構です。)や新企画等
も募集 しています。

〒169新宿区大久保 3-4-1
早大理工学部 化学科事務室気付

●稲化会費を払いましょう。

正会員 1,500円 、学生会員 750円、なお

終身会費は30,000です。

払って安心、終身会費…

石原浩二

泉千英子  神崎昌之
Ml
B4

B3

五十嵐庸  岡美由紀

新井庸子  須藤雅之

山澤直晃

飯田直人  上杉有紀

志賀律子  高橋 誠
B2  井上 彰 塚本ひろ子

長坂律子  森川 毅
Bl  笹嶋秀樹  塩野由紀

鈴木賢剛  野口由木

〈編集後記〉

会報発行の目処がやっとつき,ホ ットして
いる所です。多 くの方々が支えて下さったお

かげで発行に辿 り着 くことができました。感
謝の気持ちで一杯です。特に,卒業論文提出
期限一ケ月前であったにもかかわらず,貴重
な時間を割いて原稿を書いてくださった米光
さんにこの場を借 り,感謝の意を表 したいと

思います。来年は,今号よりもっといい会報
が出てくれれば, と願っています。

1,098,196

1,782,749

(単位・円 )
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